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令和８年4月　潮来市議会だより 202 号令和８年4月　潮来市議会だより 202 号 22

令和8年第１回１月臨時会

令和8年第１回３月定例会会　　　期：３月３日～25日（23日間）
審議議案等：21件
　　　　　　（市長提出議案等：17件、追加議案等：3件、議員発議：1件）

会　　期：１月１4日（１日間）
審議議案：６件（市長提出議案：６件）

審議議案と議決結果

令和8年第２回２月臨時会会　　　期：２月12日（１日間）
審議議案等：２件（市長提出議案等：２件）
承認　２件
専決処分事項の承認を求めることについて（令和７年度潮来市一般会計補正予算（第５号）） 原案可決
専決処分事項の承認を求めることについて（令和７年度潮来市一般会計補正予算（第６号）） 原案可決

条例改正　４件
潮来市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について 原案可決
潮来市すこやか医療福祉費支給に関する条例の一部改正について 原案可決
潮来市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決
潮来市国民健康保険税条例の一部改正について　※追加議案 原案可決
補正予算　５件
令和７年度潮来市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
令和７年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
令和７年度潮来市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
令和７年度潮来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
令和７年度潮来市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
当初予算　７件
令和８年度潮来市一般会計予算 原案可決
令和８年度潮来市国民健康保険特別会計予算 原案可決
令和８年度潮来市介護保険特別会計予算 原案可決
令和８年度潮来市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
令和８年度潮来市水道事業会計予算 原案可決
令和８年度潮来市工業用水道事業会計予算 原案可決
令和８年度潮来市下水道事業会計予算 原案可決
同意　２件
潮来市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて　※追加議案 同意
潮来市監査委員の選任につき同意を求めることについて　※追加議案 同意
その他　２件
潮来市過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決
市道路線の変更について 原案可決
議員発議　１件
「令和8年度 潮来市一般会計予算」修正動議 否決

条例改正　１件
潮来市職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決
補正予算　５件
令和７年度潮来市一般会計補正予算（第４号） 原案可決
令和７年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
令和７年度潮来市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
令和７年度潮来市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
令和７年度潮来市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
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賛否が分かれた案件

� ○＝賛成　×＝反対　※16番飯田議員は、議長のため採決には加わりません。

結果
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■予算特別委員会の賛否（令和８年度潮来市一般会計予算）　�※8番阿部議員は委員長のため採決には加わりません。

可決 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

■修正案（令和8年度潮来市一般会計予算）についての賛否

否決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × × × × × 〇 〇

■原案（令和8年度潮来市一般会計予算）についての賛否

可決 × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

令和8年度一般会計予算において、修正動議が石田議員よりあり、修正案が出されました。

内　　容 　　�市長は「住みたいまち」を掲げている。若者の定住に効果を上げてきた持ち家
取得の支援は高い効果を示し、何度も継続を提案したが昨年11月に残念ながら
廃止となった。近年の建築費・金利の上昇は若者の住宅取得を一層厳しくし、
物価高騰の今、行政の後押しが必要である。若いファミリー世帯の購買力、消
防団や地元の祭りなど地域の将来を支える若者の定住促進のため、若者世代定
住促進助成金事業費11,902千円増による継続を提案する。

賛成討論要旨 　　�若年世帯定住促進助成金事業は本市がおかれている少子化の状況や将来を見据
え人口減少対策の柱となる重要な施策である。これまで市内278世帯、市外か
らの転入92世帯（300人以上）が利用している。これは非常に大きな数字であ
り他市への流出の抑制にも繋がっている。財源も若者定住により固定資産税や
市民税、さらに普通交付税も見込まれ十分に賄える。現予算案では代替えの事
業案も示されていない状況から修正案に賛成である。

反対討論要旨 　　�該当事業は5年間の効果検証を踏まえ施策の終了が示されていた。予算特別委
員会では2日間にわたり全議員で審議し、賛成多数で可決している。にもかか
わらず本会議最終日に修正動議が提出され、内容について十分な議論が尽くさ
れたとは言えない。普通地方公共団体の長の予算の提出権限を侵す恐れがあ
る。委員会審査の積み重ねを軽視しかねない手法であり、議会運営として慎重
であるべきである。

修正動議の動画はこちら▶
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数字の横に「 」が付いていないものは、
紙面の都合上掲載できませんでした。
5ページから17ページにありますＱＲコー
ド（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務事業の執行状況や将来に対する方針などに質問をした
り、報告や説明を求めることです。

一般通告質問

	 阿部　慶介 議員　P.16　
	1　�古着はごみではない！洋服リサイクルBOXにつ

いて
	2　買物弱者を救う移動スーパーは絶対必要！
	3　�個人版ふるさと納税や企業版ふるさと納税を増

やして、市の財源確保を！

	 小沼　英明 議員　P.15　
	1　�Ｊ1鹿島新スタジアム整備について
	2　�交通弱者に対する公共交通とタクシー助成金

について

	 和田　直子 議員　P.14　
	1　�公民館利用制度の見直しについて
	 2　学校給食費無償化に伴う財源活用について
	3　�令和７年度重点施策の検証について

	 鴇田　正信 議員　P.13　
	1　�潮来市の観光地で北浦湖畔にある「白鳥の

里」について

	 佐々木　徹 議員　P.12　
	1　�中学校一校化の校地は潮来二中で大丈夫なのか？
	 2　なめがた地域医療センターについて
	3　�レガッタで使用していた駐車場が太陽光にな

る？

	 平田　健三 議員　P.8　
	1　�令和8年度「誰でも通園制度」の取り組みは！
	2　�「若者会議」の設置を提案！
	3　�市民の安全安心のため「防犯灯」「防犯カメ

ラ」設置拡充を！
	4　「高次脳機能障害者支援法」の支援充実を！

	 田崎　清 議員　P.7　
	1　�鹿島新スタジアム建設について
	2　令和８年度予算案について
	 3　イノシシの駆除について

	 飯島　康弘 議員　P.6　
	1　�『救急搬送時の選定療養費の徴収』について
	2　『新しい給付金の支給方法』について

	 兼平　直紀 議員　P.5　
	1　�総額3.2億円、潮来の暮らしを支える全方位

サポート始動
	2　�行政と民間が手を取り、潮来の誇りを「稼ぐ

力」に変える

	 石田　裕二 議員　P.10　
	1　�スマイルスポーツパーク、道の駅いたこ、商

業施設ベイシア通りの開発について！
	2　ふるさと納税について
	3　ごみ焼却場について

	 志村　一 議員　P.9　
	1　�令和11年度の中学校一校化を問う

	 　　― 学校の主役は子どもたち ―

	 黒須　俊行 議員　P.17
	1　若年世帯定住促進助成金について
	2　捕獲イノシシ・有害鳥獣について

	 吉川　利一 議員　P.11　
	1　�旧牛堀町区域の過疎対策について
	2　津知小学校跡地利用について
	 3　潮来市のあやめ祭りについて
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い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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市
民
へ
の
周
知
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
増
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

両
者
を
踏
ま
え
て
も
自
治
体
Ｄ

Ｘ
と
し
て
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

事
務
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
も
各
種
給
付
金

の
支
給
に
当
た
り
、
正
確
か
つ
迅
速

な
給
付
を
心
が
け
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
受
取
を
含
む
多

様
な
支
給
方
法
を
調
査
研
究
し
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
、
業
務
の
効
率

化
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
費
用

対
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
本
市

に
最
適
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
現
場
の
安
心
安
全
を
第
一
に

考
え
る
。
県
か
ら
市
町
村
教
育
長
協

議
会
へ
の
答
申
も
踏
ま
え
潮
来
市
と

し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
含
め
た
体
制

づ
く
り
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　
自
治
体
が
住
民
に
対
し
給
付
金
等

を
支
給
す
る
際
に
、
従
来
の
方
法
に

加
え
て
、
住
民
が
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ａ
Ｔ

Ｍ
受
取
」
の
導
入
に
対
す
る
市
の
考

え
は

問　

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
先
進
事
例
が
あ
る

の
は
承
知
し
て
い
る
。
給
付
の
迅
速

化
、
口
座
情
報
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
、
支
給
事
務
の
削
減
、
夜
間
や

土
日
休
日
で
も
受
取
可
能
な
ど
一
定

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
特
殊
詐

欺
の
懸
念
、
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
及

び
維
持
費
用
、
新
た
な
事
務
作
業
、

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘

で
は
補
助
や
助
成
を
行
い
対
応
し
て

い
る
が
、
潮
来
市
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
が
救
急
車
を
要
請
し
た
場
合

の
選
定
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
負
担

の
か
か
ら
な
い
よ
う
進
め
て
参
り
た

い
。
ま
た
市
町
村
教
育
長
協
議
会

か
ら
県
に
対
し
、
小
中
学
校
、
幼
、

保
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
が
要
請

す
る
救
急
搬
送
に
お
け
る
選
定
療
養

費
に
つ
い
て
徴
収
対
象
か
ら
除
外
す

る
こ
と
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。

問　
教
育
の
現
場
に
お
い
て
は
、
緊

急
と
判
断
し
た
場
合
は
た
め
ら
わ
ず

に
救
急
車
を
要
請
い
た
だ
き
た
い
！

市
と
学
校
が
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
、
保
護
者
そ
し
て
地
域
が
万
が
一

の
際
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

市
民
に
見
え
る
化
を
図
っ
て
潮
来
市

の
方
針
を
示
す
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　
救
急
車
の
適
正
利
用
を
目
的
と
し

た
茨
城
県
の
制
度
で
、
入
院
や
手
術

の
必
要
が
な
い
軽
症
と
判
断
さ
れ
た

場
合
、
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
教
育
現
場
に
お
い
て
は
戸
惑

う
場
面
が
あ
り
、
各
自
治
体
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

問　

潮
来
市
の
状
況
と
現
場
と
の
協

議
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
制
度
が
開
始
さ
れ
た
令
和
６
年
12

月
以
降
、事
案
は
発
生
し
て
い
な
い
。

協
議
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
、
学

校
教
育
課
と
校
長
会
で
行
い
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
る
。
学
校
現
場
に
お

い
て
は
首
か
ら
上
の
頭
部
に
関
す
る

ケ
ガ
や
打
撲
に
つ
い
て
は
躊
躇
す
る

こ
と
な
く
救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と

な
ど
を
取
り
決
め
と
し
て
い
る
。

問　

軽
症
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
費

用
に
つ
い
て
、
県
内
の
複
数
自
治
体

『
救
急
搬
送
時
の
選

定
療
養
費
の
徴
収
』
に

つ
い
て

『
新
し
い
給
付
金
の

支
給
方
法
』
に
つ
い
て
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答　
青
柳
秘
書
課
長

　
現
在
の
と
こ
ろ
調
整
中
で
具
体
的

に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

再
問　

潮
来
議
員
有
志
の
会
、
代

表
・
発
行
責
任
者　
飯
田
議
長　
の

新
聞
折
り
込
み
広
告
に
つ
い
て
、
物

価
高
騰
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
国
か
ら
の
交
付
金
）
を
有
志
議
員

の
提
案
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、

ほ
か
の
議
員
の
方
も
使
い
道
に
つ
い

て
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
議
員
の
考
え
た
ア
イ
デ
ア
で
政

策
を
作
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
私
ど
も
が
考
え
た
も
の
を
市
会
議

員
の
皆
様
に
お
考
え
い

た
だ
い
た
も
の
と
あ
わ

せ
て
、
事
業
の
ほ
う
は

実
施
す
る
計
画
を
立
て

て
い
る
。

　
Ｊ
１
鹿
島
の
本
拠
地
と
な
る
新
ス

タ
ジ
ア
ム
の
建
設
予
定
地
を
鹿
嶋
市

に
２
月
12
日
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
と

の
発
表
が
あ
っ
た
。
40
億
と
の
建
設

費
の
負
担
を
表
明
し
、
新
ス
タ
ジ
ア

ム
の
誘
致
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
た

原
市
長
。

問　
誘
致
の
根
拠
、
40
億
円
の
捻
出

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
提
案
書
の
内
容
に
触
れ
る
こ
と
か

ら
非
公
開
で
あ
る
。

問　
誘
致
予
定
場
所
は
何
処
だ
っ
た

の
か
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
同
様
に
非
公
開
で
あ
る
。

問　
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
２
面
、
約

10
億
円
と
の
関
連
性
を
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
関
連
性
は
な
い
。

再
問　
非
公
開
と
の
回
答
に
つ
い
て　

誘
致
場
所
が
鹿
嶋
市
に
決
定
し
た
の

で
あ
れ
ば
公
表
し
て
、
ま
た
そ
の
経

過
報
告
は
出
来
な
い
の
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
誘
致
の
提
案
書
は

非
公
表
期
限
を
設
け
て
い
な
い
た

め
、
お
答
え
で
き
な
い
。

再
問　
２
０
２
２
年
８
月
の
定
例
記

者
会
見
で
企
画
書
を
提
出
し
た
と
発

表
、
９
月
の
本
会
議
で
周
辺
自
治

体
や
ク
ラ
ブ
な
ど
に
対
し
、
事
態
を

混
乱
さ
せ
た
と
痛
感
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
こ
こ
で
陳
謝
し
て
い
る
。

先
走
っ
た
記
者
会
見
の
発
表
に
つ
い

て
現
在
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
長
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
ま
た
提
案
書
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

再
問　
人
口
芝
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
は

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
た
め
に
造
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
考
え
で
よ
ろ
し

い
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
お
見
込
み
の
と
お
り
で
あ
る
。

再
問　
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
使
用
さ
せ

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で
よ

ろ
し
い
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

図
る
た
め
整
備
し
た
も
の
で
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
た
合
宿
や
大
会
の
誘

致
、
さ
ら
に
は
市
内
宿
泊
施
設
の
利

用
促
進
、
人
口
交
流
の
拡
大
に
よ
っ

て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
目

的
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
に
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
目

的
を
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
主
な
事
業
計
画
及
び
新
規
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
主
要
事
業
は
潮
来
市
総
合
後
期
基

本
計
画
に
お
け
る
7
つ
の
政
策
分
野

ご
と
に
継
続
事
業
を
含
め
、
新
た
に

取
り
組
む
事
業
、
拡
充
し
て
行
う
事

業
な
ど
を
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
市
政
25
周
年
記

念
事
業
等
が
あ
る
。

再
問　
記
念
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
伺
う
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　田
た
 崎
さき
  　清

きよし

鹿
島
新
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
予
算
案
に

つ
い
て

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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の
連
携
の
下
、
地
域

に
お
け
る
相
談
事
業
支

援
、
普
及
啓
発
、
人
材

育
成
、
支
援
体
制
づ
く

り
を
行
っ
て
お
り
、
2

月
26
日
に
白
十
字
総
合
病
院
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
高
次
脳
機
能
障
害
支

援
に
関
す
る
事
例
検
討
会
に
本
市
の

職
員
も
参
加
し
、
支
援
に
つ
な
が
る

連
携
構
築
に
努
め
た
。

　
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
高
次
脳

機
能
障
害
に
関
す
る
市
民
へ
の
普
及

啓
発
に
努
め
、
茨
城
県
や
白
十
字
総

合
病
院
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
支

援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
参
る
。
ま

た
、
令
和
８
年
度
に
予
定
し
て
い
る

障
害
福
祉
計
画
の
次
期
改
定
に
お
い

て
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
支
援

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定

し
、
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

問　
本
市
の
取
り
組
み
と
見
解
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
こ
れ
ま
で
も
高
大
連
携
事
業
や
こ

ど
も
議
会
、
市
長
と
ど
こ
で
も
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
は
、
議
員
の
ご
質
問
に

あ
る
若
者
会
議
に
近
い
視
点
と
考
え

る
が
、
若
者
が
若
者
の
視
点
か
ら
地

域
課
題
を
捉
え
、
課
題
解
決
と
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
若
年

世
代
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
主
体
的
な

参
画
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
到

達
点
と
議
員
ご
提
案
の
若
者
会
議
に

つ
い
て
も
、
他
市
先
行
事
例
を
参
考

に
し
て
研
究
し
て
参
り
た
い
と
思

う
。

問　
区
長
か
ら
の
要
望
と
本
市
の
取

り
組
み
方
針
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

令
和
７
年
度
の
防
犯
灯
（
街
路

灯
）
の
各
区
長
か
ら
の
要
望
状
況
と

進
捗
状
況
は
、
各
地
区
か
ら
20
件
の

要
望
が
あ
っ
た
。
６
件
の
防
犯
灯

（
街
路
灯
）
が
設
置
済
み
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
要
望
箇
所

に
つ
い
て
も
設
置
申
請
中
の
段
階
の

も
の
も
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
設

置
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
毎
年
平
均
で
約

30
基
の
防
犯
灯
を
新
設
し
て
い
る

が
、
防
犯
灯
の
電
気
代
も
近
年
の
物

価
高
騰
、
燃
料
費
の
高
騰
の
影
響
に

よ
り
費
用
が
増
加
し
て
い
る
。
引
き

続
き
今
後
の
社
会
情
勢
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
市
民
の
安
心
と
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
考
え
て
い

る
。

問　
市
民
・
地
域
の
理
解
と
今
後
の

取
り
組
み
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

高
次
脳
機
能
障
害
の
主
な
原
因

は
、
脳
血
管
障
害
や
交
通
事
故
等
に

よ
る
頭
部
外
傷
で
あ
り
、
記
憶
障
害

や
注
意
障
害
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活

に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う

現
状
で
あ
る
。

　
各
地
域
の
支
援
拠
点
病
院
で
は
、

高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
と

問　
4
月
よ
り
本
格
的
に
開
始
、
取

り
組
み
は
状
況
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

令
和
８
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
関
連
法
規
の
整
備
を

行
い
、
安
定
的
な
事
業
実
施
を
目
指

し
て
い
く
。
ま
た
、
当
市
で
は
、
令

和
８
年
４
月
１
日
よ
り
潮
来
市
立
あ

や
め
こ
ど
も
園
に
お
い
て
当
該
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
認
定
こ

ど
も
園
事
業
の
空
き
定
員
を
利
用
し

た
余
裕
活
用
型
で
の
運
用
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
課
題
は
、
事
業
の
初
年
度
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
制
度
内
容
の
変
更
や

関
連
法
規
の
修
正
、
変
更
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
に
対
す
る
事

務
手
続
の
迅
速
な
対
応
が
課
題
と
な

る
。
ま
た
、
事
業
運
営
に
関
し
て
認

定
こ
ど
も
園
事
業
の
空
き
定
員
で
の

運
用
と
な
る
た
め
、
満
３
歳
未
満
児

の
利
用
が
多
く
な
る
と
、
受
入
れ
が

困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

令
和
8
年
度
「
誰
で
も

通
園
制
度
」
の
取
り
組
み

は
！

「
若
者
会
議
」の
設
置

を
提
案
！

市
民
の
安
全
安
心
の
た

め
「
防
犯
灯
」「
防
犯
カ

メ
ラ
」
設
置
拡
充
を
！

「
高
次
脳
機
能
障
害
者
支

援
法
」
の
支
援
充
実
を
！
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一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　志
し
 村
むら
  　一

はじめ

再
問　

現
在
、
潮
来
市
内
各
中
学

校
、
月
に
１
回
訪
問
す
る
と
い
う
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
週
２
回
そ

れ
ぞ
れ
半
日
ほ
ど
教
育
相
談
員
が
訪

問
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
生
徒
に

寄
り
添
っ
て
の
心
の
教
育
は
難
し

い
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
登
校
し
て
か

ら
下
校
す
る
ま
で
毎
日
生
徒
や
教
師

に
関
わ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
教
育
相
談
員
）
を
配
置
し
て
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　

学
校
が
統
合
し
た
後
と
い
う
の

は
、
生
徒
・
先
生
・
保
護
者
も
心
の

不
安
が
あ
る
の
か
と
考
え
て
い
る
。

今
の
段
階
で
ど
の
ぐ
ら
い
増
や
す
と

か
は
言
え
な
い
が
、
提

案
い
た
だ
い
た
点
に
つ

い
て
今
後
調
査
研
究
し

て
い
く
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
令
和
11
年
４
月
の
中
学
校
一
校
化

で
は
、
教
職
員
数
も
適
正
に
配
置
さ

れ
る
見
込
み
の
た
め
、
学
習
支
援
員

に
つ
い
て
は
学
校
や
生
徒
の
状
況
を

踏
ま
え
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

再
問　
数
学
と
英
語
は
積
み
重
ね
が

大
事
な
教
科
で
あ
る
。
各
学
年
ご
と

に
数
学
に
一
人
、
英
語
に
一
人
の
学

習
支
援
員
を
配
置
し
て
は
？

答　
永
山
学
校
教
育
課
長

　
統
合
後
、
状
況
を
み
な
が
ら
学
習

支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問　
一
校
化
に
お
け
る
心
の
教
育
の

充
実
と
し
て
、
生
徒
や
教
師
に
積
極

的
に
関
わ
り
な
が
ら
人
間
関
係
を
築

き
、
生
徒
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
教
育

相
談
員
）
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
令
和
11
年
４
月
の
中
学
校
一
校
化

で
も
生
徒
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
適
正
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
を
計
画
し
て
い
く
。

問　
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
令
和
11
年
４
月
に
潮
来
第
二
中
学

校
が
一
校
化
の
校
地
と
な
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
中
学
校
統
合
準
備
委
員

会
で
、
統
合
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
協
議
決
定
し
て
い
く
。
決
定
さ
れ

た
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に

広
報
い
た
こ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
、
保
護
者
に
つ
い
て
も
学
校
を

通
じ
て
メ
ー
ル
配
信
な
ど
に
よ
り
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

再
問　
中
学
校
一
校
化
の
ね
ら
い
を

し
っ
か
り
と
明
確
に
市
民
に
示
す
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
ね
ら

い
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

答　
塙
教
育
長

　
生
徒
数
の
減
少
と
い
う
課
題
に
対

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
質
の
高
い
教
育
環
境
を
保
障
す
る

こ
と
を
最
大
の
ね
ら
い
と
し
て
考

え
て
き
た
。
豊
か
な
社
会
性
の
育
成

を
図
っ
て
、
多
く
の
仲
間
と
協
力
、

競
合
す
る
経
験
を
通
じ
て
、
変
化
の

激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
人
間
力
を

も
っ
た
生
徒
の
育
成
を
ね
ら
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
一
校
化
に
お
け
る
学
力
の
向
上

と
し
て
、
授
業
中
、
つ
ま
ず
い
て
い
る

生
徒
の
指
導
に
あ
た
る
学
習
支
援
員

を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

　
中
学
校
一
校
化
で
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
も
の
は
教
育
内
容
の
充
実

と
学
校
環
境
の
整
備
と
考
え
る
。

―
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
―

令
和
11
年
度
の
中
学
校

一
校
化
を
問
う

― 
学
校
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち 

―

　
「
中
学
校
一
校
化
に
よ
り
生

徒
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
生

徒
一
人
一
人
に
教
師
の
目
が

行
き
届
き
に
く
く
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
面
が
懸
念

さ
れ
る
。
そ
れ
を
払
拭
す
る
た

め
に
は
「
特
色
あ
る
教
育
～
学

力
の
向
上
・
心
の
教
育
の
充
実
」

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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業
者
に
委
託
し
て
い

る
。
今
後
は
、
他
自
治

体
と
の
広
域
共
同
処
理

な
ど
様
々
な
選
択
肢
を

関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
、
今
年
の
８
月
ま
で

に
は
潮
来
市
の
ご
み
処
理
の
方
向
性

を
示
し
て
い
く
。

再
問　
ご
み
の
広
域
共
同
処
理
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢
も
あ

り
、
当
然
な
が
ら
相
手
方
の
市
長

（
執
行
部
）、
議
会
の
了
解
、
さ
ら

に
住
民
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
共
同
処
理
と
し
て
も
、
そ
れ
な

り
の
費
用
負
担
や
中
間
処
理
施
設
は

必
要
に
な
る
。
相
応
の
20
億
程
度
の

財
源
確
保
が
必
要
か
と
。
見
解
を
問

う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
議
会
に
調
査
結
果
を
示
し
て
協
議

し
て
い
く
。

問　
潮
来
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

令
和
６
年
度
は
鹿
行
５
市
で
も
寄
付

額
最
下
位
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今

後
の
対
応
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
新
規
事
業
者
の
開
発
と
新
規
返
礼

品
の
開
拓
を
取
り
組
む
。
さ
ら
に
魅

力
的
な
地
域
産
品
と
事
業
者
の
情
報

発
信
を
し
て
い
く
。

再
問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
質
問
を
令

和
５
年
、
令
和
７
年
に
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
今
回
と
同
じ
回
答
で

あ
る
。

　
令
和
７
年
度
は
予
定
額
３
億
５
千

万
円
を
下
回
る
か
も
し
れ
な
い
状

況
。
な
ぜ
、
来
年
度
予
算
額
も
今
年

度
と
同
額
な
の
か
問
う
！！　

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

が
、
寄
付
額
に
結
び
付
い
て
い
な

い
。
そ
の
理
由
を
確
認
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
。

再
々
問　

市
長
所
信
で
も
、
毎
年
重

要
施
策
と
し
て
必
ず
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
取
り
上
げ
て
い
る
。
固
定
資

産
税
や
市
民
税
よ
り
財
源
確
保
に
は

有
利
な
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。
道
の

駅
い
た
こ
の
加
工
場
と
し
て
の
活

用
な
ど
い
く
つ
か
の
提
案
を
し
て
き

た
。
財
源
確
保
は
、
取
り
組
み
の
過

程
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
が
全
て
で

あ
る
。
そ
の
本
気
度
を
問
う
！

答　
原
市
長

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

は
、
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

潮
来
市
の
現
状
は
寄
付
額
の
約
８
割

は
、
一
つ
の
業
者
で
あ
る
。
多
く
の

寄
付
を
募
る
Ｐ
Ｒ
商
品
が
見
つ
か
ら

な
い
状
況
。

　
私
自
身
は
10
億
の
目
標
を
立
て
て

い
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
は
少
な

く
と
も
３
年
く
ら
い
の
期
間
を
要
す

る
。
ま
ず
は
Ｐ
Ｒ
活
動
を
地
道
に

や
っ
て
い
く
。
今
後
、
財
源
確
保
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
昨
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
発
火
に
よ
っ
て
火
災
が
発
生
し

た
。
修
繕
費
用
、
現
在
の
運
転
状

況
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
修
繕
費
用
は
、
メ
ー
カ
ー
提
示
価

格
で
８
億
６
，９
０
０
万
円
。
現
在

は
粗
大
ご
み
処
理
施
設
が
運
転
で
き

な
い
状
況
、
そ
の
た
め
市
外
の
民
間

　
問　

ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
前
川
運
動
公
園
）
や
商
業
施
設
ベ

イ
シ
ア
の
利
用
者
、
国
道
51
号
線
と

前
川
プ
ー
ル
ま
で
の
車
両
往
来
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
東
関
東
自
動
車
道

に
よ
っ
て
道
の
駅
い
た
こ
と
商
業
施

設
が
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
イ
ル

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
活
用
の
課
題
に

は
、
大
型
バ
ス
の
通
行
や
駐
車
場
不

足
が
示
さ
れ
た
。
道
の
駅
い
た
こ
か

ら
の
往
来
、
ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
の
活
用
、
商
業
施
設
ベ
イ
シ

ア
通
り
の
商
業
施
設
誘
致
な
ど
、
こ

の
エ
リ
ア
を
一
体
的
に
活
か
す
道
路

計
画
が
無
い
状
況
で
あ
る
。
駐
車
場

な
ど
の
課
題
対
応
を
含
め
、
今
後
の

対
応
を
伺
う
！

答　
榊
原
総
務
部
長

こ
れ
ま
で
も
何
度
も
同
エ
リ
ア
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
計
画
性
の
提
案
、

先
を
見
通
し
た
財
政
運
営
な
ど
指
摘

も
受
け
て
い
る
。
今
後
の
計
画
づ
く

り
に
反
映
し
て
い
く
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ

ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
、
道
の
駅
い
た
こ
、
商
業

施
設
ベ
イ
シ
ア
通
り
の
開
発

に
つ
い
て
！

ご
み
焼
却
場
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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一般通告質問　気になるQ&A

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
津
知
小
学

校
を
提
案
し
た
。

再
問　
市
の
中
心
部
と
い
う
表
現
か

ら
考
え
れ
ば
、
津
知
小
学
校
周
辺
を

想
定
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然

だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
な
中

心
部
の
跡
地
を
県
に
紹
介
し
た
。
そ

れ
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。
市
に
と
っ

て
重
要
な
中
心
地
と
、
保
健
所
誘
致

を
天
秤
に
か
け
、
結
果
と
し
て
保
健

所
を
優
先
し
た
の
で
は
な
い
か
？

答　
原
市
長

　

ど
ち
ら
を
取
る
、
取
ら
な
い
と

い
っ
た
判
断
で
進
め
て
い
な
い
。

　
潮
来
保
健
所
は
、
重

要
な
県
の
施
設
で
あ

り
、
市
内
に
と
ど
め
る

た
め
提
案
を
行
っ
た
。

問　
過
疎
地
域
で
あ
る
牛
堀
地
域
の

牛
堀
中
学
校
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

利
用
料
に
つ
い
て
伺
う
。
令
和
８
年

４
月
に
牛
堀
地
区
の
生
徒
に
は
バ
ス

の
利
用
に
伴
い
月
額
１
，０
０
０
円

の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象
に
な
る
と

考
え
る
。
バ
ス
利
用
料
を
無
償
化
す

る
考
え
は
な
い
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
牛
堀
中
学
校
の
生
徒
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
潮
来
市

の
要
綱
に
基
づ
き
、月
額
１
，０
０
０

円
の
負
担
を
求
め
て
い
る
。
現
在
津

知
小
学
校
、
延
方
小
学
校
、
牛
堀
小

学
校
に
お
い
て
も
同
様
の
負
担
を
求

め
て
い
る
。
当
面
は
現
行
の
月
額

１
，０
０
０
円
を
維
持
し
て
い
き
た

い
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
過
疎
対
策
事
業
債
の
ソ
フ
ト
事
業

分
に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
発
行

限
度
額
ま
で
借
入
れ
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
こ
れ
以
上
起
債
額
を
増
や
せ

な
い
。
過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象
範

囲
は
、
過
疎
地
域
の
旧
牛
堀
町
区
域

に
限
ら
れ
る
。
他
地
区
と
の
間
で
負

担
の
公
平
性
に
課
題
が
生
じ
る
。

再
問　
近
隣
市
町
村
を
見
て
も
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
自
治
体
は
潮
来
市
と
行
方
市
の
み

だ
。
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
市
民

に
負
担
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
住

み
や
す
い
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
？

答　
永
山
学
校
教
育
課
長

　
牛
堀
中
学
校
区
の
み
を
無
償
化
し

た
場
合
、
他
の
学
区
と
の
公
平
性
に

課
題
が
生
じ
る
。
検
討
委
員
会
に
お

い
て
は
、
バ
ス
に
よ
る
通
学
に
よ

り
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
点
に
つ
い

て
、
保
護
者
か
ら
一
定
の
理
解
も
得

ら
れ
て
い
る
。
月
額
１
，０
０
０
円

の
ご
負
担
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
理
解
を
も
と
め
た
い
。
統
合
に

伴
う
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
と
し

て
、
通
学
支
援
や
学
用
品
支
援
な
ど

に
つ
い
て
は
、
今
後
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

問　
潮
来
市
の
津
知
小
学
校
跡
地
利

用
に
つ
い
て
伺
う
。
第
１
期
、
第
２

期
潮
来
市
学
校
適
正
化
実
施
計
画
で

は
市
内
中
央
部
付
近
が
適
正
位
置
と

想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
位
置
す

る
津
知
小
学
校
跡
地
を
な
ぜ
潮
来
保

健
所
の
移
転
候
補
地
と
し
て
県
に
提

案
し
た
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
適
正
化
計
画
で
津
知
小
学
校

跡
地
に
学
校
を
統
合
す
る
と
い
う
記

載
は
な
い
。
今
後
は
公
共
施
設
跡
地

と
し
て
の
利
活
用
の
中
で
検
討
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
津
知
小
学
校
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
潮

来
保
健
所
移
転
候
補
地
と
し
て
県
に

提
案
し
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
令
和
３
年
５
月
、
茨
城
県
か

ら
、
潮
来
保
健
所
が
移
転
可
能
な
場

所
に
つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
。
候
補

地
を
提
案
し
た
が
、
県
か
ら
ど
れ
も

適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
市
と
し

て
は
、
潮
来
保
健
所
が
市
外
へ
移
転

旧
牛
堀
町
区
域
の
過
疎

対
策
に
つ
い
て

質問者 　吉
よし
川
かわ
　利

り
一
いち

津
知
小
学
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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質問者 　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる

問　
潮
来
二
中
が
現
在
の
新
校
舎
に

な
っ
て
か
ら
生
徒
数
が
最
大
に
な
っ

た
年
度
と
そ
の
生
徒
数
及
び
学
級
数

を
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
平
成
17
年
12
月
に
新
築
。
平
成
17

年
度
の
生
徒
数
が
一
番
多
く
２
７
８

名
。
普
通
学
級
が
９
学
級
、
特
別
支

援
学
級
が
２
学
級
で
あ
っ
た
。

問　
令
和
11
年
度
に
一
校
化
と
な
っ

た
場
合
の
生
徒
数
及
び
普
通
学
級

数
、
特
別
支
援
学
級
数
を
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
令
和
11
年
4
月
の
推
計
値
と
し
て

生
徒
数
５
２
６
人
、
普
通
学
級
が
15

～
16
学
級
、
特
別
支
援
学
級
が
４
～

５
学
級
を
見
込
ん
で
い
る
。

再
問　
建
設
当
時
、
最
大
生
徒
数
を

想
定
し
て
学
校
の
規
模
を
決
め
て
い

る
と
思
う
。
こ
の
２
７
８
人
が
最
大

と
考
え
た
時
に
令
和
11
年
度
は
約
２

倍
の
生
徒
数
と
な
る
。

　
教
育
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
。
多

様
性
、
子
ど
も
一
人
一
人
に
き
め
細

や
か
な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

再
問　
学
校
適
正
化
１

期
計
画
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
統
合
中
が
市
内

の
中
心
に
あ
る
重
要
性

と
い
う
の
は
様
々
あ

る
。

　
潮
来
一
中
、
日
の
出
中
に
ボ
ー
ト

部
が
あ
る
の
は
当
然
ボ
ー
ト
会
場
が

近
く
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
潮
来

一
中
は
３
km
の
距
離
に
あ
り
自
転
車

で
通
え
る
。
日
の
出
中
も
同
様
で
あ

る
。
統
合
先
が
潮
来
二
中
と
な
る
と

生
徒
が
通
い
に
く
い
距
離
と
な
っ
て

し
ま
い
、
ボ
ー
ト
部
の
存
続
に
関
わ

る
問
題
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺

う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
潮
来
の
特
色
あ
る
水
辺
の
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
か
ら
、
当
然
教
育
委
員
会

の
中
で
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
十

分
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
ら
な
い
。
先
生
方
も
そ
う
い
う
時

間
を
大
分
割
い
て
い
る
。

　
実
際
に
今
、
潮
来
二
中
に
当
時
最

大
の
約
２
倍
の
生
徒
が
入
っ
て
も
問

題
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
本
当
に
大

丈
夫
な
の
か
、
非
常
に
危
惧
し
て
い

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
潮
来
二
中
に
つ
い
て
は
余
裕
の
あ

る
教
室
、
校
舎
の
配
置
で
教
育
委
員

会
と
し
て
も
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　
庁
議
を
開
催
し
て
統
合
中
学
校

の
校
地
を
潮
来
二
中
に
決
定
し
た
と

い
う
が
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
企
画
や
建
設
部

局
か
ら
校
地
に
つ
い

て
議
論
は
出
な
か
っ

た
の
か
。

答　
原
市
長

　

学
校
適
正
化
計

画
を
し
っ
か
り
つ

く
っ
て
進
め
て
き
た

訳
で
、
多
様
な
意
見

を
取
り
入
れ
、
最
終

的
に
答
申
を
受
け
て

庁
議
の
中
で
決
定
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

問　
日
の
出
８
丁
目
の
潮
来
浄
化
セ

ン
タ
ー
用
地
で
昨
年
７
月
に
開
催
さ

れ
た
第
45
回
全
日
本
中
学
校
選
手
権

競
漕
大
会
で
は
ボ
ー
ト
置
場
と
し

て
、
ま
た
レ
ガ
ッ
タ
大
会
等
の
駐
車

場
と
し
て
利
用
価
値
が
高
か
っ
た
場

所
で
あ
っ
た
が
急
遽
太
陽
光
発
電
施

設
に
な
る
と
伺
っ
た
が
、
そ
の
後
撤

回
等
の
進
展
は
あ
っ
た
か
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

現
時
点
に
お
い
て
当
該
用
地
へ
の
太

陽
光
発
電
施
設
が
撤
回
に
な
っ
た
な

ど
の
話
は
な
い
。

問　
こ
の
件
を
皮
切
り
に
、
小
学
生

の
潮
来
ロ
ー
イ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
潮
来
一
中
及
び
日
の
出
中
の

ボ
ー
ト
部
を
含
め
、
今
後
の
活
動
へ

の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
が
如
何
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
小
学
生
が
所
属
す
る
潮
来
ロ
ー
イ

ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
や
中

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
潮
来

市
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
一
校
化
の
校
地

は
潮
来
二
中
で
大
丈
夫
な

の
か
？

レ
ガ
ッ
タ
で
使
用
し
て

い
た
駐
車
場
が
太
陽
光
に

な
る
？

新築年
生徒数が最大になった年度と統合中の比較

年度 生徒数 普通学級数特別支援学級数
潮来二中 H17 H17年度 278人 9学級 2学級
統合中 R11年度 526人 15~16学級 4~5学級
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続
け
て
こ
ら
れ
た
方
の
ご
尽
力
の
賜

物
で
あ
る
と
考
え
、
深
く
感
謝
を
し

て
い
る
。

で
き
る
よ
う
に
危
険
防
止
対
策
を
し

た
り
、
除
草
を
し
た
り
、
駐
車
場
の

消
え
か
け
た
白
線
を
引
い
た
り
、
白

鳥
が
餌
を
食
べ
や
す
く
な
る
様
に
川

底
を
整
備
し
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
、
現
在
も
一
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
自
費
で
白
鳥
の
里
を
守
っ
て

い
る
人
が
い
た
か
ら
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
わ

や
か
自
然
百
景
」
で
放
送
さ
れ
た
事

を
、
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
水
原
地
区
に
あ
る
白
鳥
の
里
は
、

毎
年
白
鳥
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
野

鳥
が
飛
来
し
、
市
民
ま
た
は
観
光
客

の
皆
様
に
冬
の
風
物
詩
と
し
て
大

変
喜
ば
れ
、
当
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
白
鳥
の
里

に
多
く
の
白
鳥
や
野
鳥
が
飛
来
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
以
前
に
組
織

さ
れ
て
い
た
白
鳥
を
守
る
会
や
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
白
鳥
を

守
る
会
が
十
数
年
前
に
解
散
し
た
後

も
、
長
年
に
わ
た
り
一
人
で
活
動
を

問　
自
然
豊
か
な
北
浦
湖
畔
に
白
鳥

が
飛
来
し
て
き
て
50
年
近
く
に
な

る
。
最
初
発
見
し
た
時
は
５
羽
～
10

羽
ほ
ど
だ
っ
た
が
今
で
は
５
０
０
羽

～
６
０
０
羽
に
増
え
、
北
浦
湖
畔
は

白
鳥
や
野
鳥
の
楽
園
に
な
っ
て
い

る
。
県
道
か
ら
白
鳥
の
里
ま
で
の
道

路
に
歩
道
が
な
く
観
光
客
や
地
元
の

人
が
危
険
で
あ
る
。
安
全
対
策
の
た

め
に
歩
道
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
伺

う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
県
道
大
賀
延
方
線
と
北
浦
湖
畔
を

結
ぶ
延
長
２
１
８
メ
ー
ト
ル
の
市
道

で
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
車
道
の
拡
幅

や
歩
道
の
設
置
の
要
望
が
あ
る
が
、

直
線
で
見
通
し
も
よ
く
、
幅
員
が
約

5.6
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
車
同
士
の
す
れ

違
い
や
歩
行
者
を
よ
け
て
通
行
す
る

の
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
歩
道
を
設
置
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
観

光
客
や
地
域
住
民
の
方
々
が
少
し
で

も
安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う
、
現
地

状
況
に
見
合
っ
た
対
策
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

問　
令
和
６
年
度
以
前
は
、
仮
設
ト

イ
レ
が
あ
っ
た
が
、
令
和
７
年
度
は

仮
設
ト
イ
レ
が
無
い
の
は
何
故
か
、

伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　

白
鳥
の
里
を
訪
れ
る
方
の
多
く

は
、
滞
在
時
間
が
短
く
ト
イ
レ
の
利

用
頻
度
が
低
か
っ
た
た
め
、
令
和
7

年
度
か
ら
設
置
を
見
送
っ
て
い
る
。

現
状
に
お
い
て
、
観
光
客
や
地
元
住

民
な
ど
か
ら
ト
イ
レ
設
置
に
対
す
る

問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

問　
地
元
の
人
が
50
年
近
く
白
鳥
に

餌
を
与
え
続
け
た
り
、
安
全
に
見
物

潮
来
市
の
観
光
地
で

北
浦
湖
畔
に
あ
る
「
白

鳥
の
里
」
に
つ
い
て

質問者 　鴇
とき
田
た
　正
まさ
信
のぶ

白鳥の里白鳥の里

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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し
、
各
分
野
で
の
企
画

提
案
や
関
係
部
署
と
の

連
携
を
進
め
て
い
る
。

企
業
と
の
連
携
や
ア
ウ

ト
ド
ア
事
業
の
展
開
、

高
大
連
携
に
よ
る
商
品
化
な
ど
具
体

的
な
成
果
も
見
ら
れ
、
取
組
は
着
実

に
進
ん
で
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

問　
次
年
度
以
降
の
成
果
指
標
と
展

開
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を
拡

大
し
、
6
分
野
12
名
体
制
を
目
指

す
。
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

民
間
企
業
と
の
連
携
を
進
め
る
な

ど
、
単
年
度
に
と
ど
ま
ら
ず
中
長
期

的
な
取
組
と
し
て
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
市
民

活
動
は
多
様
化
し
て
お
り
、
少
人
数

の
活
動
や
新
た
な
取
組
を
支
え
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
公
民
館

の
利
用
制
度
に
つ
い
て
は
実
態
に
即

し
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
。

問　
団
体
登
録
の
人
数
要
件
に
つ
い

て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
中
で
実

態
に
合
っ
て
い
な
い
。
柔
軟
な
運
用

や
見
直
し
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
公
民
館
の
定
期
利
用
に
は
、
原
則

と
し
て
10
人
以
上
か
つ
市
内
在
住
・

在
勤
者
が
３
分
の
２
以
上
の
団
体
登

録
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
会

員
減
少
に
よ
り
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
難
し
い
団
体
や
、
少
人
数
で
も
利

用
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
条
例
等
を
確
認
し
な
が

ら
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
柔
軟
な
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

再
問　
見
直
し
の
時
期
や
具
体
的
な

方
針
は
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
で
き
る
だ
け
早
期
に
見
直
し
を
進

め
、
可
能
で
あ
れ
ば
令
和
8
年
度
中

の
対
応
を
目
指
す
。

問　
登
録
さ
れ
る
前
の
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
も
、
一
定
の
条
件
の
も
と

利
用
機
会
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
検

討
す
る
こ
と
は
可
能
か
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
個
人
利
用
は
難
し
い
が
、
4
〜
5

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
利
用

可
能
と
考
え
る
。
試
験
的
な
運
用
に

つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
。

問　
高
齢
化
に
よ
る
人
数
減
少
団
体

へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、
既
存
団
体
の

人
数
が
基
準
を
下
回
っ
て
も
一
定
期

間
登
録
継
続
を
認
め
る
な
ど
の
柔
軟

な
対
応
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
既
存
団
体
の
活
動
継
続
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
人
数
要
件

を
下
回
っ
た
場
合
で
も
一
定
期
間
の

猶
予
を
設
け
て
い
る
。
会
員
募
集
や

団
体
統
合
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、

継
続
で
き
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
。

再
問　
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
や

外
出
機
会
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
団

体
と
し
て
活
動
で
き
な
い
場
合
で

も
、
公
民
館
を
居
場
所
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
健
康

維
持
の
観
点
か
ら
公
民
館
の
活
用
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
空
き
部
屋

の
活
用
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
も
含
め
、
各
公
民
館
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
外
部
人
材

や
外
部
財
源
の
活
用
は
重
要
で
あ

り
、
単
年
度
だ
け
で
な
く
中
長
期
的

な
視
点
で
の
効
果
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

問　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
の
導
入
目
的
と
期
待
し

た
成
果
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
担
い
手
確
保
に
向
け
、
官
民
を
つ

な
ぎ
施
策
を
具
体
化
す
る
体
制
づ
く

り
を
目
的
に
導
入
し
た
。
協
力
隊
の

活
動
分
野
拡
大
や
地
域
資
源
を
生
か

し
た
事
業
化
の
推
進
、
高
大
連
携
に

よ
る
担
い
手
育
成
な
ど
を
期
待
し
、

取
組
を
進
め
て
い
る
。

問　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
の
成
果
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
分
野

を
観
光
・
農
政
・
教
育
な
ど
へ
拡
大

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　和
わ
田
だ
　直
なお
子
こ

公
民
館
利
用
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
重
点
施
策
の

検
証
に
つ
い
て
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金
額
的
に
不
満
は
無
い
か
、
４
月

以
降
改
正
は
あ
る
の
か
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
を
見
直
し
て
半

年
、
現
時
点
で
は
制
度
改
正
な
ど
の
予

定
は
な
い
。
引
き
続
き
タ
ク
シ
ー
事
業

者
と
協
力
し
な
が
ら
運
転
免
許
証
を
保

有
し
て
い
な
い
高
齢
者
の
外
出
支
援
及

び
社
会
参
加
の
促
進
が
図
れ
る
よ
う
本

事
業
の
周
知
に
努
め
る
。

再
問　
も
う
少
し
タ
ク
シ
ー
券
を
多

く
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
？

答　
大
川
高
齢
福
祉
課
長

　
今
回
迎
車
料
金
の
助
成
化
、
１
回

の
使
用
上
限
の
設
定
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
有
償
実
験
等
複
数
の
改

善
を
同
時
に
行
っ
た
ば
か
り
。
今
後

公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
主
管
課
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
２
件
ほ
ど
あ
っ
た
。
運
転
免
許
証

返
納
後
に
不
安
を
持
つ
方
に
は
高
齢

者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
が

該
当
と
な
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
案
内
し
た
。
今
後
は
持
続
可
能

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
目
指
す
。

再
問　
潮
来
市
役
所
入
り
口
始
め
バ

ス
停
に
運
行
終
了
の
表
示
が
な
い
。

答　
原
市
長

　
早
急
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り
運
行

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実

証
実
験
の
乗
客
数
と
評
判
、
さ
ら
に

今
後
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

１
月
末
ま
で
で
364
人
の
利
用
実

績
、
常
連
の
利
用
者
も
多
く
助
か
っ

て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。
４
月
以
降

は
１
年
間
無
償
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
実
証
実
験
を
行
い
よ
り
よ
い
公
共

交
通
を
目
指
す
。

問　
使
い
勝
手
が
良
く
な
っ
た
タ
ク

シ
ー
券
で
あ
る
が
、
半
年
で
300
円
券

が
40
枚
、
１
２
，０
０
０
円
分
は
２
，

０
０
０
円
／
月

問　
潮
来
IC
か
ら
鹿
島
ス
タ
ジ
ア
ム

ま
で
の
渋
滞
緩
和
策
は
あ
る
の
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
地
域
連
携
拠
点
整
備
基
本
構
想
で

は
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
と
の
広
域
連
携

を
見
据
え
関
係
機
関
と
の
協
議
を
通

じ
検
討
の
具
体
化
を
は
か
る
事
を
位

置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
の
た
め

今
後
の
拠
点
整
備
に
か
か
る
基
本
計

画
作
り
な
ど
を
進
め
る
中
で
渋
滞
緩

和
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
た

い
。
ま
た
渋
滞
緩
和
に
係
る
財
政
負

担
の
有
無
に
つ
い
て
も
本
施
策
の
検

討
と
合
わ
せ
整
理
し
て
い
く
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
が
365
日
に
ぎ
わ

い
を
生
む
エ
リ
ア
を
目
指
す
が
、
連

携
す
る
こ
と
に
よ
る
宿
泊
、
観
光
、

飲
食
の
経
済
波
及
効
果
を
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
今
後
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
中

で
ア
ン
ト
ラ
―
ズ
や
茨
城
県
、
鹿
嶋

市
、
ま
た
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
各
地
と
の

連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
新
た
な
施

策
に
つ
い
て
整
理
し
て
参
る
。

再
問　
今
回
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
２
面
出
来
た
こ
と
で
鹿
行
Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
介
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
系
の
宿
泊

誘
致
を
出
来
な
い
か
？

答　
塙
教
育
長

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
の
潮
来
の
サ
ッ
カ
ー
場

の
利
用
と
い
う
の
は
ま
だ
出
始
め
て

き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
多
く
の
合
宿

や
大
会
に
参
加
す
る
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
を
含
め
た
先
進
的
な
企
業

と
潮
来
市
を
ど
う
関
連
付
け
て
い
く

の
か
市
長
に
伺
う
。

答　
原
市
長

　
地
域
連
携
拠
点
整
備
構
想
を
出
来

る
だ
け
早
く
計
画
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
事
に
尽
き
る
。
そ
の
上
で
議
会

の
皆
さ
ん
に
も
説
明
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
う
。

問　
鹿
行
北
浦
ラ
イ
ン
の
広
域
路
線

バ
ス
運
行
終
了
に
つ
い
て
苦
情
や
要

望
は
な
い
の
か
、
ま
た
今
後
は
？

J1
鹿
島
新
ス
タ
ジ
ア
ム

整
備
に
つ
い
て

交
通
弱
者
に
対
す
る

公
共
交
通
と
タ
ク
シ
ー

助
成
金
に
つ
い
て

質問者 　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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一般通告質問　気になるQ&A

の
が
対
象
と
な
る
。
あ

や
め
ま
つ
り
、
花
火
大

会
で
は
難
し
い
。
あ
や

め
ま
つ
り
や
花
火
大
会

の
運
営
は
市
の
補
助
金

だ
け
で
な
く
他
の
財
源
確
保
は
非
常

に
重
要
。

問　
地
域
活
性
化
政
策
補
助
事
業
を

利
用
し
て
、
移
動
ス
ー
パ
ー
や
公
共

交
通
に
も
支
援
し
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
自
主
財
源
獲
得
の
た
め
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
北
広
島
市
と
同
じ
よ

う
な
地
域
活
性
化
政
策
補
助
事
業
を

利
用
し
て
の
移
動
ス
ー
パ
ー
や
公
共

交
通
の
支
援
は
、
先
進
事
例
に
お
け

る
制
度
設
計
や
運
用
状
況
を
調
査
し

研
究
し
て
い
く
。

問　
今
ま
で
市
に
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
問
合
せ
が
な
い
と

言
う
こ
と
だ
が
、
逆
に
お
か
し
い
の

で
は
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
処
分
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

あ
る
。
そ
の
中
に
は
「
着
物
は
ど
の

よ
う
に
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と

い
っ
た
内
容
も
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
答
え
し
て
い

る
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
は
必
要
で
は
？

な
ぜ
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
ご
み
焼
却

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
場
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
教
室
な
ど
に
使

う
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。

問　
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
は
単
な
る
ご
み

回
収
で
は
な
く
、
回
収
し
た
も
の
の

価
値
を
最
大
限
に
生
か
す
循
環
イ
ン

フ
ラ
で
設
置
条
件
を
満
た
し
た
所
に

設
置
で
き
国
内
７
か
所
に
あ
る
循
環

セ
ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
る
。
市
で
設
置

で
き
な
い
理
由
は
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
ス
ペ
ー
ス
を
取
っ
て
し
ま
う
、
す

ぐ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
が
回
収
に
来
れ
な

い
と
き
、
一
時
保
管
場
所
が
必
ず
必

要
と
な
る
。
市
内
の
一
部
の
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
が
設
置
し
て
い
る
。
民

間
企
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
く
。

問　
今
後
も
研
究
を
進
め
て
い
く
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
買
物
弱
者
を
救
う
移
動
ス
ー
パ
ー

に
つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
が
活
用
で
き
る
か
引
き
続
き
研

究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。
多

様
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
高
齢
者
だ
け

で
は
な
い
考
え
方
も
あ
り
、
し
っ
か

り
と
企
画
政
策
課
サ
イ
ド
で
も
研
究

す
る
。

問　
買
物
弱
者
の
方
は
絶
対
救
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
今
後
増
え
て
く

る
と
思
う
。
市
と
し
て
も
高
齢
福
祉

の
面
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

企
業
と
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
な
け
れ

ば
、
問
題
が
残
る
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
前
提
で
や
っ
て
み
た
い

隊
員
の
方
が
れ
ば
非
常
に
地
域
で
の

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
と

高
齢
化
が
進
む
こ
の
社
会
で
議
員
か

ら
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
よ
う
に
企
画

だ
け
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
地
域

福
祉
あ
る
い
は
高
齢
福
祉
の
観
点
か

ら
も
引
き
続
き
考
え
た
い
。
よ
り
よ

い
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
地
域
の
中
で
実

践
で
き
る
か
、
隊
員
や
企
業
と
の
ユ

ニ
ッ
ト
が
で
き
る
か
を
含
め
て
研
究

を
進
め
る
。

問　
北
海
道
北
広
島
市
で
行
っ
て
い

る
地
域
活
性
化
政
策
補
助
事
業
を
取

り
入
れ
あ
や
め
ま
つ
り
や
花
火
大
会

の
運
営
に
役
立
て
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
北
海
道
北
広
島
市
が
実
施
し
て
い

る
補
助
事
業
は
民
間
事
業
者
な
ど
か

ら
事
業
提
案
を
募
集
し
、
採
択
さ
れ

た
事
業
に
対
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
公
募
し
寄
附
が
集
ま
っ
た
場

合
に
補
助
金
を
交
付
す
る
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
は
新
規
拡
充
な
ど
、

質
的
ま
た
は
量
的
な
変
化
が
あ
る
も

古
着
は
ご
み
で
は
な

い
！
洋
服
リ
サ
イ
ク
ル

Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
つ
い
て

買
物
弱
者
を
救
う
移
動

ス
ー
パ
ー
は
絶
対
必
要
！

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
や

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
増

や
し
て
、市
の
財
源
確
保
を
！
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一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
解
体
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
設
置

場
所
や
建
屋
建
築
の
問
題
な
ど
課
題

が
あ
る
た
め
一
連
の
関
係
を
含
め
、

茨
城
県
や
周
辺
自
治
体
並
び
に
関
係

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て

参
る
。

再
問　

解
体
処
理
場
に
つ
い
て
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
角
や
公
共
施

設
を
利
用
で
き
な
い
か
。

答　
安
藤
環
境
課
長

　
現
状
の
潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
内
で
は
設
備
設
置
の
ス
ペ
ー

ス
的
に
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
研
究
課
題
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

て
い
る
が
、
継
続
状
況
を
確
認
す
る

仕
組
み
や
加
入
の
継
続
を
義
務
と
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
様
々
な
機
会
を

通
し
て
区
へ
の
加
入
の
意
義
を
丁
寧

に
周
知
し
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
鹿
行
各
市
に
お
け
る

捕
獲
数
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
２
月
末
現
在
の
捕
獲
数
は
、
当
市

は
77
頭
、
行
方
市
が
７
４
２
頭
，
神

栖
市
１
頭
、
ま
た
昨
年
11
月
時
点
で

あ
る
が
鉾
田
市
が
１
２
４
頭
、
鹿
嶋

市
が
68
頭
で
あ
る
。

問　
増
え
続
け
て
い
る
有
害
鳥
獣
を

個
別
で
解
体
処
理
・
処
分
す
る
に
は

限
界
を
超
え
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
捕
獲
頭
数
の
増
加
並
び
に
猟
友
会

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
今
後
処
理
等
が
困
難
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
搬
入
先
及
び
解
体
処
理
場
は
市

が
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何

か
。

問　
趣
旨
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
本
市
の
定
住
人
口
の
増
加
及
び
地

域
の
活
性
化
並
び
に
住
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
市
内
で
住
宅
を
取
得

し
10
年
以
上
定
住
さ
れ
る
若
年
夫
婦

ま
た
は
若
年
層
が
親
で
あ
る
子
育
て

世
帯
に
対
し
助
成
金
を
交
付
す
る
も

の
で
、
若
年
層
の
移
住
・
定
住
を
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
８
年
間
で

住
宅
取
得
は
市
内
２
７
８
件
、
市
外

92
件
の
計
３
７
０
件
。
助
成
金
額
は

１
億
２
，６
７
８
万
円
。
助
成
金
対

象
者
と
な
る
若
年
世
帯
の
人
数
は
市

内
１
，０
３
７
名
、
市
外
３
０
１
名

で
あ
っ
た
。

再
問　
昨
年
11
月
28
日
に
申
請
受
付

を
終
了
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
峰
松
都
市
建
設
課
長

　
国
庫
補
助
金
の
交
付
額
が
年
々
減

少
し
て
お
り
、
令
和
７
年
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
、
本

市
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
定
住

促
進
策
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
評

価
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
住
宅
取
得
を
通
じ
た
定
住
の
後
押

し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
若
年
世
帯･

子
育
て
世
帯
と

い
う
将
来
を
担
う
世
代
の
定
住
を
促

進
し
た
点
は
、
地
域
の
活
性
化･

経

済
波
及
な
ど
多
面
的
な
効
果
を
上
げ

て
い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

問　
助
成
対
象
と
な
る
条
件
の
一
つ

と
し
て
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
助
成
金
交
付

後
は
ど
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
て
い
た

の
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
自
治
会
加
入
の
要
件
は
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
た
め
、
自
治
会
加
入

証
明
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
が
、

交
付
後
の
確
認
は
し
て
い
な
い
。

再
問　
貴
重
な
財
源
は
目
的
達
成
の

た
め
有
効
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
交
付
後
の
確
認
は
必
要
と
思

う
が
如
何
か
。

答　
峰
松
都
市
建
設
課
長

　
交
付
後
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て

自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し

若
年
世
帯
定
住
促
進

助
成
金
に
つ
い
て

捕
獲
イ
ノ
シ
シ・有
害

鳥
獣
に
つ
い
て

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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令和8年度予算の詳細
は広報いたこ４月号
をご覧ください。

会計名 R8当初予算額 R7当初予算額 比較増減額

一般会計 13,713,000 12,918,000 795,000

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,086,400 3,122,800 △36,400

介護保険特別会計 2,641,000 2,542,500 98,500

後期高齢者医療特別会計 540,020 464,470 75,550

企
業
会
計

水道事業会計 1,093,391 1,254,906 △161,515

工業用水道事業会計 17,563 17,558 5

下水道事業会計 2,094,358 2,368,877 △274,519

■特別会計および企業会計� （単位：千円）

市　税
34億6,128万1千円
（25.3%）

歳入
繰越金
2億円（1.5%）

使用料・手数料・寄付金など
7億3,019万9千円
（5.3%）地方交付税

37億7,736万6千円
（27.5%）

国・県支出金
33億7,397万円
（24.6%）

市　債
4億5,160万円
（3.3%）

利子割交付金など
11億3,844万5千円
（8.3%）

繰入金
3億215万4千円
（2.2%）

自主財源
（自主的に収入できるお金）

依存財源
（国

や
県
な
ど
か
ら
交
付
され

るお
金）

諸収入
2億7,798万5千円
（2.0%）

総務費
19億2,627万6千円
（14.0%）

民生費
50億9,687万8千円
（37.2%）衛生費

16億2,933万3千円
（11.9%）

商工費
3億2,655万2万円
（2.4%）

土木費
11億3,948万2千円
（8.3%）

消防費
6億4,562万2千円
（4.7%）

教育費
12億5,627万7千円
（9.1%）

議会費
1億3,146万2千円（1.0%）

予備費
1,000万円（0.1%）

農林水産業費
3億6,793万7千円
（2.7%）

歳出

公債費
11億8,318万1千円
（8.6%）

当
初
予
算
一
般
会
計
１
３
７
億
１
，３
０
０
万
円

令
和
８
年
度 

当
初
予
算
案

■民生費
　保育や児童・高齢福祉など
■総務費
　�企画委託・広報・選挙・シス

テム維持など
■衛生費
　�保健・ゴミなどの公衆衛生
■教育費
　�学校・文化施設の維持管理・

給食など
■土木費
　�道路や河川の維持管理など

　▼用語の解説（一部）

■市税
　�市民税・固定資産税・軽自動

車税など
■地方交付税
　�市の財政力に応じて、国から

もらえる自由に使えるお金
■市債
　国や銀行等から借りるお金
■国・県支出金
　国や県からもらえるお金

　▼用語の解説（一部）
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体育施設予約システム　45万4千円
体育施設予約システムのオンライン化が実施されま
す。 これにより、パソコンやスマートフォンから施
設の空き状況の確認や利用予約申請が可能となり、
24時間予約ができる環境が整備されます。

地域おこし協力隊事業　4,364万9千円
地域の活性化を図るため、地域おこし協力隊制度の
拡充が図られます。
新たに12名の採用が予定されており、アクティビ
ティの充実、食文化の継承、高校・大学との連携、
観光・商工の振興、あやめ栽培、部活動の地域展開
など、幅広い分野での活動が進められる予定です。

潮来市生活応援商品券事業
1億3,383万円

物価高騰の影響を受ける市民生活の支援および市内経
済の活性化を目的として、市民一人あたり5,000円分
の商品券が配布されます。
有効期限：令和８年4月1日から令和８年９月30日まで

令和8年度予算　主な使い道

こども議会事業　8万円
主権者教育の一環として、子ども議会を開催します。 
中学生が疑似議会を体験し、市や議会の仕組みや施
策について学ぶことで、市政への関心の向上が図ら
れるとともに、そこで出された意見が今後のまちづ
くりに活かされることが期待されます。

多子世帯保育料軽減等事業　
232万2千円

子育て世帯の負担軽減を図るため、認定こども園等
における第2子以降の保育料について、これまで設け
られていたきょうだいの年齢要件（0歳から小学校3
年生まで）が撤廃されます。これにより対象の拡充
が図られ、安心して子どもを生み育てられる環境づ
くりの推進が期待されます。

委
員
会
審
査

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　

 

予
算
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道
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員会審査　　予算特別委員会員会審査　　予算特別委員会委委

市長公室・総務部・会計課・議会事務局
●市制施行25周年記念事業助成金　270万円
問　�事業内容を伺う。
答　�市制25周年を盛り上げる事業に対し、助成するものである。具体的な内

容は調整中であり、詳細は未定である。

●学校跡地インフラ改修工事　4,410万4千円
問　�工事の内容を伺う。
答　�津知小学校跡地において行うものである。内容は、電気設備の移設

（キュービクルを含む）や上下水道の切回し工事等である。工事費に
は、物価高騰分も含まれている。

●庁舎改修工事　1,020万円
問　�工事の内容を伺う。
答　�第一分庁舎1階の会議室に女子トイレを設置するものである。本庁舎の

女子トイレは老朽化が進み、利用者からの苦情が多いため、新たに個室
を3つ整備する。

　3月17日・18日の2日間にわたり開催された予算特別委員会では、多岐にわたる質疑が行われました。
　歳入では、各項目の内容や減額理由、財源構成について、歳出では前年度と比較して増減の大きい費目を中心
に、その要因や積算内訳など幅広く質疑が行われました。特に委託費や工事請負費、報酬、報償費、需用費、補
助金、扶助費など各経費の内容や増減理由、さらに国・県の補助金の割合についても詳しい説明がありました。
　討論では、学校跡地のインフラ整備費や土地売却の在り方をめぐり賛否が分かれ、反対の立場からは、市の中
心地にある津知小の校舎は約50年を経過し、解体するか使用するか決まっていない建物に4,400万円の予算を
付ける計画性のない事業には反対であるとの意見が示されました。一方、賛成の立場からは、有利な財源で市の
負担は抑えられることや、物価上昇を踏まえ早期整備が必要であること、一事業のみを理由に予算全体を否決す
べきではないとの意見が示されました。
　採決の結果、賛成8名、反対6名で原案のとおり可決されました。（P3　結果表参照）

建　設　部
●若年世帯定住促進助成金　209万8千円
問　�令和7年度予算は1,400万円であったが、内容を伺う。
答　�本制度は、若年世帯の転入促進を目的としたものである。制度では、転

入した世帯に対して家屋の固定資産税3年間分の半額を助成する特典が
あるため、その分の予算を計上しており、見込み件数は31世帯である。
令和7年度で住宅取得に係る助成金は完了予定である。

●堤防沿道路除草工事　348万5千円
問　�除草工事の範囲を伺う。また、刈った草が家の庭に飛んでくることがあ

り、可能であれば撤去もお願いしたい。
答　�市が行っている常陸利根川の堤防草刈り範囲は、右岸側は永山・十四番、

左岸側は潮来・十番・福島地区である。堤防全体の草刈り作業は国が年
2～3回行っており、そのうち市は占用している道路の両側約1ｍの草刈
りを行っている。

　　�草刈り作業の際、民家付近に溜まった刈草は道路パトロール等で見つけ
次第回収するが、刈った草の全てを市が回収することは困難なため、国
とも協議していく。
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教　育　部
●児童生徒送迎バス委託　5,724万7千円
問　�令和7年度予算との差額は、津知小学校閉校によるものか。また、増便

の予定はあるのか。
答　�従来のスクールバスに加え、津知小学校閉校に伴い新たに潮来小学校で

運行するバス分を計上したものである。運行ラインは津知・川尾・築地
であり、一部スクールタクシーの運行も含まれる。

●潮来第一中学校のエアコン移設工事　249万5千円
問　�エアコンはどこに移設するのか。また設置状況について伺う。
答　�牛堀中学校のエアコンを潮来第一中学校に移設するものである。これに

より、普通教室のエアコン設置は今回の整備で完了する。今後は調査を
行いながら、計画的な整備を進めていく。

●地域協力活動費　350万円および地域協力活動業務委託　200万円
問　�内容を伺う。
答　�部活動の地域展開を支援するコーディネーターとして採用する地域おこ

し協力隊2名(半年分)の活動費にかかるものである。
　　�地域協力活動費350万円は本人への報酬で、地域協力活動業務委託200

万円は住居費や活動に必要な費用である。

市 民 福 祉 部
●老人福祉費高齢者交通対策事業補助金　1,400万円
問　事業内容について伺う。
答　�タクシー券を1人24,000円、850人分を想定し、予算上は約7割の利用

を見込んでいる。
　　�制度改正として、令和7年10月から1枚あたり300円で迎車料金や複数枚

使用が可能となり、コミュニティバスでも利用できるようになった。今
後は利用状況を検証していく。

●生活保護費　6億1,232万7千円
問　対象人数と財源について伺う。
答　�令和7年度の生活保護受給世帯は251世帯、人数は295人である。財源は

国が3/4、市が1/4を負担している。
●妊婦・乳児健康診査委託　1,667万5千円および予防接種業務委託　6,873万千円
問　内容について伺う。
答　�妊婦・乳児健康診査委託は、医療機関に委託して行う妊産婦・新生児・

乳児の健診費用である。
　　�予防接種業務委託は、RSウィルスの予防接種が新たに増えたため接種費

用が増額となった。対象者は妊婦165人分を見込んでいる。

環境経済部・農業委員会事務局
●狩猟免許補助金　30万4千円
問　�内容を伺う。
答　�令和8年度新規予算である。予備講習費1人10,000円、狩猟罠受験料

5,200円を補助するもので、1人当たり合計15,200円、20人分を計上し
ている。

●地域協力活動費　350万円
問　�内容と人数を伺う。
答　�あやめの栽培・管理を通じて、伝統と技術を継承しつつ新しい視点を取

り入れたあやめの風景を守り育てることを目的とするものである。2名
を予定しており、担い手の育成を行う。

●補助金　水郷潮来花火大会　436万5千円
問　�令和７年度と令和8年度で予算額は同額であるが、運営が苦しい中で同

額を計上した理由を伺う。
答　�令和7年度は協賛金や桟敷席収入などの自主財源が十分に確保できず、

3,000発の花火を打ち上げた後に資金が不足する状況であった。令和8
年度も例年通りの補助金額を計上しているが、今後は自主財源の確保が
課題である。実行委員会でも協賛金の集め方などを十分に議論し、来年
度に向けた対応を検討していく予定である。
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令和８年4月　潮来市議会だより 202 号令和８年4月　潮来市議会だより 202 号 2222

問　　�保健体育総務費における全日本中学選手権
競漕大会実行委員会補助金が253万8千円
減額となっている理由は何か。

答　　�当初予算は1,900万円であったが、協賛金及
びクラウドファンディングにより約250万円の
収入があったこと、あわせて支出が減少した
ことにより、補助金を減額したものである。

問　　 �藤棚設置工事1,000万円の財源はどのよう
になっているのか。

答　　�地方創生交付金を活用している。財源を確保
しつつ、全体の調整を図りながら事業を進め
ているものである。

再問　設置場所はどこを想定しているのか。
　答　�潮来ホテル前を含め、全体のバランスを考慮

しながら調整しているところである。
再問　本事業は繰越し、来年度に実施するのか。
　答　�繰越明許費とし、来年度に実施する予定であ

る。

市道路線の変更について
問　　�市道として延長する必要性について伺う。
答　　�現在、津知小学校の門入口までが道路として

認定されているが、同様の道路形態がさらに
20数メートル続いているものの、現状では道
路として認定されていない状況である。この
ため、現況に合わせて道路認定を行うもので
ある。

再問　�土地の利活用を想定した場合、駐車場と校
舎の間に道路を設けることで、地権者が変
わった場合でも利用しやすくなることが要因
なのか。

　答　�道路に面することで利活用がしやすくなること
も理由の一つである。

問　�住宅費における若年世帯定住促進助成金が
226万3千円の減額となっているが、見込みよ
り申請件数が少なかったとの説明について、具
体的にどの程度見込みを下回ったのか。

答　�耐震改修費については1件を予定していたが実績
がなく、115万円の減額となった。若年世帯定住
促進助成金は、概ね30件を見込んでいたが実
績は29件であった。また、固定資産税の助成
金については、概ね40件を見込んでいたが実
績は20件であった。なお、助成金額は住宅の
取得状況や家族構成等により異なるため、申請
時点での合計額に基づくものである。

3月13・16日の委員会での結果を議会最終
日に各委員長が報告しました

総務建設委員会

 所管に関する質問
問　�中学校の一校化については理想的な学校づく

りを目的としているが、広報ではメリットが
中心であり、デメリットの説明が十分ではな
いのではないか。また、通学や部活動の移
動、立地の面から不都合が生じるのではない
か。

答　�通学時間の延長は課題であるが、スクールバ
スの活用により対応する考えである。検討委
員会においては、移動時間がおおむね10分
程度であれば問題ないとの認識であった。ま
た、指針に基づく学級再編や留意事項を踏ま
え、将来を見据えた余裕ある計画としてい
る。部活動スペースは確保しており、運用に
ついては今後も検討していく。

付託された案件
　条例改正　3件、補正予算　4件

 主な質疑
令和7年度潮来市一般会計補正予算（第7号）
〔所管科目〕

 主な質疑
令和7年度潮来市一般会計補正予算（第7号）
［所管科目］

委員会審査

 所管に関する質問
問　�人口減少や社会環境の変化で区への加入率が

低くなっているが、意識調査は行っているのか。
答　�市内の不動産業者と協力し、住宅購入や転入

の際に区への加入を案内する取り組みを進め
ている。今後も関係機関と連携して加入促進
に努める。

付託された案件
　補正予算　2件、その他　2件

3/13 教育福祉経済委員会3/16



令和８年4月　潮来市議会だより 202 号令和８年4月　潮来市議会だより 202 号2323

今回デザインを担当してくれたのは、潮来高校美術部の藤野
玲央さんと黒澤花楓さんのお二人です。制作に込めた思いや
工夫についてお話を伺いました。

藤野 玲央さん（タイトル担当）
色の配色は、鮮やかな感じがいいと思いました。いろいろ
な色を使うことで、明るい印象になるようにしました。潮
来は水郷のまちなので、川の流れのようなイメージも意識
しています。普段はデジタルで制作する機会があまりない
のですが、今回の制作をきっかけにデジタルにも挑戦しま
した。

黒澤 花楓さん（市章担当）
潮来といえば“あやめ”のイメージがあるので、あやめの花
をモチーフにデザインしました。読者の皆様にも潮来らし
さを感じてもらえたらうれしいです。私は普段からデジタ
ルでデザインすることが多いので、その経験も活かして制
作しました。

潮来の魅力が込められた新しいタイトルデザインとともに、市議会だより「みらい」を
これからも市民の皆さまに親しんでいただける広報紙としてお届けして参ります。

今回、タイトルデザインをリニューアルするにあたり、潮来
高校美術部に制作をお願いしました。
潮来高校美術部の皆さんには、平成29年5月にも、「みらい」
をデザインしていただきました。温かみのある魅力的なデザ
インは、市民の皆さまからも大変好評で、長きにわたり本紙
の顔として親しまれてきました。
これまでのご協力に、改めて心より感謝申し上げます。

「みらい」「みらい」
タイトルタイトル
リニューアルリニューアル審

議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　

 

一
般
質
問

新
し
い
市
章
・
タ
イ
ト
ル

委
員
会
審
査

予
算
特
別
委
員
会
報
告

令
和
８
年
度
の
予
算
案
を
可
決
／

予
算
の
主
な
使
い
道



市
議

会
HP

委 

員 

長　
石
田　
裕
二

副
委
員
長　
和
田　
直
子

委
　
　
員　
吉
川　
利
一

　
　
　
　
　
兼
平　
直
紀

　
　
　
　
　
平
田　
健
三

　
　
　
　
　
小
沼　
英
明

議会広報
編集委員会

潮
来

市
議

会
だ

よ
り

「
み

ら
い

」
N

o.202
発

　
行

　
日

：
令

和
8年

4月
23日

■
発

行
責

任
者

：
議

会
議

長
　

飯
田

 幸
弘

　
■

〒
311－

2493 茨
城

県
潮

来
市

辻
626　

 gikai@
city.itako.lg.jp

■
編

　
集

　
者

：
広

報
編

集
委

員
会

　
■

TEL 0299－
63－

1111　
■

FAX 0299－
77－

9823

編
集
後
記

　
こ
の
た
び
、
広
報
委
員
長
と
し
て
議
会

だ
よ
り
の
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
６
年
前
に
広
報
委
員
と
し
て
携

わ
り
、
２
回
目
の
広
報
委
員
で
す
。
読
ん

で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
へ
、
あ
ら
た

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
議
会
の
動
き
や
議
員
の
活
動
を
「
公
平
・

公
正
」
に
お
伝
え
す
る
こ
と
は
当
然
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、
読
み

や
す
い
紙
面
を
目
指
し
て
活
発
な
意
見
が

飛
び
交
う
編
集
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

広
報
編
集
委
員
長　
石
田　
裕
二

議会運営委員会　視察研修レポート

▪視察先　福島県会津若松市
▪視察日　令和8年1月21日～ 22日
▪目　的　市民参加型政策サイクルについて・委員間討議について
▪内　容　
　会津若松市議会では、市民との意見交換会で寄せられた声を委員会で
整理・共有し、課題をまとめて議論を深め、必要に応じて行政への提案
や政策課題として検討する仕組みを整えています。また、議員同士が立
場の違いを踏まえて議論を重ね、それぞれが判断の理由を市民に説明す
る責任を大切にしています。今回の視察をとおして、市民に開かれ、市
民とともに歩む議会のあり方について多くを学びました。 今後も、市
民の皆さんの声を大切にしながら、わかりやすく、身近に感じていただ
ける議会運営に努めて参ります。

議会改革調査特別委員会報告
▪調査・検討期間　令和6年10月3日～令和8年3月31日
　　　　　　　　　約1年5ヶ月間
▪調査報告　
　本委員会では、議会改革に関するさまざまな課題について調査・検討
を行ってきました。
　議員定数は、アンケートの結果、「現状維持」「削減」「引き続き検討」
と意見が分かれたため、類似自治体の現状を参考に引き続き検討します。
議員報酬は、市の財政状況から現時点での見直しは難しいとの意見が多
く、今後は「特別職報酬等審議会」の開催を市に要請し、その審議結果
を踏まえて検討していきます。なお、3月25日には市長へ要請書を提出
しました。
　また、議会基本条例や議会報告会についても調査・検討を進め、子ど
も議会の実施や選挙制度に関する調査にも取り組みました。
　今後も、市民に開かれた分かりやすい議会を目指し、議会改革を進め
て参ります。
　詳しい内容については、潮来市議会ホームページをご覧ください。

新メンバーでお届けします！

次の定例会は

6月2日火
開会予定

▲動画サイト

▲潮来市議会HP

原市長・飯田議長・箕輪委員長


